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終章  奄沖文化  
 奄美における文化変容の具体相を３部に分けて取り上げてきた。第１部では風葬から土
葬へ、第２部では組み相撲から立ち会い相撲へ、第３部では女性神役の父系血筋的継承か
ら父系家筋的継承へ、それぞれ薩摩･鹿児島の影響で変化したことを明らかにした。  
 それらは沖縄では見られない変化である。しかし、例えば与論では第一次葬の土葬は受
容しても、洗骨改葬は継続した。そのように、奄美では薩摩･鹿児島の文化に同化したので
はなく、その影響を受け、一部受容しつつも、それを従前の枠組みで再統合しながら独特
の奄美文化を成立させている。  
 今やかつての琉球文化は奄美文化と沖縄文化に分枝している。それを認めた上で、琉球
文化の系譜を引くものとして両者を一括りにする際には、奄美文化と沖縄文化を対等なも
のと見なし、奄美沖縄文化、略して奄沖文化と捉えることが必要である。人口規模や行政
単位の規模ではなく、文化の単位として奄美を捉えることによって、研究上の通過地点と
しての「道之島」にせず、沖縄の「附録」の位置に置き去りにせず、改めて「兄弟島」に
することが可能である。  
